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2012 年度立教大学ジェンダーフォーラム　公開講演会
〔2012 年 7 月 6 日（金）、池袋キャンパス マキムホール（1 号館）2 階 M201 教室、18：30 － 20：30〕
「ジェンダーとカウンセリング　─関係性としての友情：親密さと距離─」
講師：河野　貴代美氏
　　　（元お茶の水女子大学教授）
●新田啓子：それでは、まだ出入りがあろうかと存
じますが、定刻になりましたので、本年度の立教大
学ジェンダーフォーラム公開講演会を始めたいと思
います。私は、フォーラムの所長を務めております
新田と申します。
きょうは、朝起きたらとてもいいお天気で、しか
も直射日光も強くなく、ああ講演会日和だと思っておりましたらば、やはりちょっとぱらぱらと来てし
まいました。だれのせいかわからないんですけれども、私がこうやって開会のご挨拶をするようになっ
てから、毎年、講演の日は集中豪雨や雨なんです。とりあえずお詫びをさせていただきます。
今年度は、公開講演会講師として河野貴代美先生をお招きいたしました。河野先生は、ある世代の方々
にとってはカリスマ的なフェミニストカウンセラーでいらっしゃいます。私が初めてお目にかかったの
は、日本女性学会というところでした。2000 年に就職をしたことを機にそこの幹事をやりなさいと言
われ、初めて学会の幹事会というところに足を踏み入れましたらば、先生が代表をなさっていました。
そこで大変に刺激を受けつつ、楽しくいろいろなことを教えていただきました。
もうご経歴については、私などが多くを説明するには及ばないかと思いますが、先生は、フェミニス
トカウンセリングの後進を育成なさると同時に、帝京平成大学、お茶の水女子大学の教授を歴任し、学
問としての女性学にも長く係わっていらっしゃいました。日本フェミニストカウンセリング学会の立ち
上げを担われ、この国に初めてフェミニストカウンセリングの理論と実践を導入し、根づかせた先駆者
として知られております。その結果、2004 年には、国際心理学者連盟にて「Ｆ・デンマーク／Ｇ・ガ
ンバルト・女性学／ジェンダー学研究殊勲賞」などの栄えある賞を受賞なさってもおります。
ご著書に関しましては、『性幻想』ですとか、『フェミニストカウンセリング』、『自分らしさを生きる
心理学』、『わたしって共依存？』、『国際人道支援におけるこころのケア』など――こちらはアフガニス
タンにおける女性のメンタルヘルスに取り組まれた成果であります――さまざまなものがございます。
この中には、先生の著書の愛読者も多いのではないかと思います。
本日は、「ジェンダーとカウンセリング――関係性としての友情：親密さと距離――」と題しまして、
昨今、特に若い人々の間ではなかなか難しいとされている「関係性を結ぶ」、「距離を取る」などという
問題が、実はどのようにジェンダー問題と連動しているのか、さらにはそれが、いかに自意識の問題を
照射しているのかなどについて、先生の臨床経験を踏まえたお話を伺えることと思います。
それでは、河野先生、よろしくお願いいたします。
フェミニズムの流れ
●河野貴代美氏：みなさん、こんにちは。河野貴代美と申します。よろしくお願いします。
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本日は、伝統ある立教大学ジェンダーフォーラムにお招きいただきまして、新田先生、ありがとうご
ざいます。それから、田中さんはどこに……、いらっしゃいませんね……、ああ、いらっしゃいました。
こちらの方が田中さんとおっしゃいまして、皆様にお持ちいただいておりますきれいなチラシをつくっ
ていただいて、また、さまざまな事務的な手続もしていただきました。大変お世話になりました。あり
がとうございます。
実は、私、ちょうど  年ほど前に突然、引退しようと決めまして、どなたにもはがきなどを送って通
知をするということもなく、いきなり全部やめました。それ以降、本当に久しぶりの講演です。あそこ
に、にこやかにいらっしゃる新田さんからのお誘いはノーと言えないということでお受けいたしました
が、何しろ長い間講演をしておりませんので、もし、私が途中で絶句して天井など見上げていても、驚
かないでください。
そうなった時は、どっかから話がずれたんです。それたんだけど、元の話に戻ってこれないんですね。
前にお座りの方に、「どこからそれたっけ ?」なんて聞きませんから、それもご安心ください。何とか
話を途切れなく続けることができれば、きょうの、それが、私にとって成功の一つになると思います。
実は、もう一つの「実は」があります。それは、アメリカなどではスピーチの前にちょっとしたジョー
クを言います。さっきのはジョークのつもりでもあったんだけど、余りおもしろくなかったですね（笑）。
はい、ではもういいかげんにくだらない弁解はやめまして、これから白板に書いていきますが、試験
はありません。レポートもない、出欠もとりませんから、ご安心ください。
多分、ここのジェンダーフォーラムなんかによくいらしている方には意味がないかもしれませんが、
ちょっとおさらいをさせていただきます。
ここに書いたのは、フェミニズムとウーマンズリブ、それからジェンダー、実はこれ、ちょっと年代
順になっているんだけれども、どうしてフェミニズムが一番最初に来ているか、おわかりの方、いらっ
しゃる？ところで大いに発言してくださいね。一方通行っていうのは、話しても本当につまらない。ハー
バード大の白熱教室とまではいきませんが、お互いに交流ができたほうが楽しいと思います。まだ始め
ですから、そのうちに、ぜひともお話しください。
白板に書きましたこのフェミニズムが一番最初に来ておりますのは、19 世紀中盤から 1920 年にかけ
て、アメリカでの女性参政権運動を第一波のフェミニズムといいます。例えばスーザン・アンソニーと
かエリザベス・スタントンとかという、そういう方たちは、奴隷解放後、黒人には参政権が認められた
んだけれども、女性にはなかったんですね。それで、参政権を寄こせと起った運動が第一波のフェミニ
ズムといいます。日本でも、ご承知のとおり市川房枝さんとかその他の方たちが、1930 年代に参政権
運動をして、ビラを貼っては投獄され、また出てきてビラを貼っては投獄されという歴史を繰り返して
きました。
だから、私たちは、あだやおろそかに投票権を捨ててはいけないんですね。そういう人たちの涙ぐま
しい努力があることを、やっぱり女性としても、男性の方もいらっしゃいますが、知らなければいけな
いと思います。
この第一波のフェミニズムというのは、若干労働組合運動も入っておりまして、非常に政治的です。
それから何十年もたって、次のこのウーマンズリブ、女性解放運動というのが 1960 年代後半に出て
きまして、それは、ベティ・フリーダンの書いた本に触発されました。その本の名前は、『女性らしさ
の神話』といって、どこの図書館にもあります。普通の区立や市立の図書館にもあるはずです。「フェ
ミニン・ミスティーク」が原題で、これは 1964 年に書かれたんだけど、初めは注目されなかった。
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ベティ・フリーダンさんというのはアメリカのスミス大学という一流の女子大学出身で、彼女は雑誌
記者をしていた。ところが、卒業後しばらくして、自分たちの同級生たちは、どうしているんだろうか
という形で聞き書きを始めました。聞いてみると、スミスを出ているということで、お連れ合いは有名
な大学を出ていて、専門職を持っていて、郊外にすてきな一軒家を持って住んでいらっしゃる。
ところが、フリーダンが発見したのは、専業主婦である彼女たちが絶えず虚しさを抱えている、ぐう
ぐう寝ている夫の横で、夜中に、ぱちっと目を開いて、私の人生ってこれ？という答えのない問を発し
ているというようなことでした。
で、だんだん落ち込んできて精神科に行くと、あなたは問題は何もないじゃないか、子どもにも夫に
も何の問題もないのに、何でそんなに落ち込むんですかとか、あるいは、教壇で教えている夢を見まし
たなんて言うと、それはペニス羨望ですよ、男みたいになりたいというふうに解釈されてしまう。どこ
へ行ったって、いらだたしいものが理解されない。それを、ベティ・フリーダンは、名前のない問題と
言いました。“The problem that has no name”, つまり、名づけられていない問題なのでした。
だから、自分の何がどう悪いのかが自分でわからないという女性の実情がありました。それに 60 年
後半に野火のように拡がった運動が、女らしく、男らしくというふうに「らしく」で縛られていること
が、心の悩みや苦しさに連動しているのではないかということが、さらに運動が世界的拡がりをみせは
じめた理由でした。この女らしさ（ジェンダー）というのは、育児家事が適切とか、男らしさというのは、
天下国家を論ずる……、例の小沢一郎さんという人は、「自分は天下国家にしか興味がない」で、奥さ
んが離婚しますとかって週刊誌の話題ですけども、そんなことになっちゃっているでしょう（笑）？
それで、女性も一人の人間として同じように、社会参加をしたり自己実現をしたいというところに思
い至ったというか目覚めたわけですね。黒人解放や反ベトナム戦争の運動との連携もあった。当然なが
らヒッピー文化のようなものもありましたね。そして 68 年～ 69 年にかけてウーマンズリブと名付けた、
女性解放運動が起こってきた。
そのときは、「女らしく」が自分を縛っているのなら、それから解き放たれたようということになっ
たわけですから、かなり過激というか、例えば、ブラジャーってぎゅっと体を締めますよね。で、ブラ
ジャーをつけない、化粧もしないという動きもあった。
特に女性たちが焦点を当てたのは、女性に対する暴力です。みんな、女性がどっか落ち度があるから
暴力を受けるんだ、というふうに受け取られてきました。スケスケの服を着ているからチカンにあうの
だとか言われてきましたよね。戸締りしないから泥棒に入られるんだよ、ということと同じ理屈で、で
も、戸締りしないことと泥棒に入ることは別でしょう。
女らしさの呪縛
私の体験を話せば、20 代のころに、まだこんなに明るい街角ではなく、細い道にちっちゃな街灯が灯っ
ている、そういう時代、勤めていた精神病院から帰宅する時、これは男の人にはわかんないと思うんで
すけども、後ろからカツカツという男性の靴音が聞こえますね。そうすると、わざわざ私は、振り返っ
て彼とすれ違ったりしたことがあるんです。今でもそうです。だれも回りにいなければね。そういうふ
うに、絶えず女性が暴力に対して身構えてこなきゃいけなかった。それでもあなたが悪いって言われちゃ
うんですから、これってフェアじゃないですよね。
だから、ウーマンズリブの女性たちが取り組んだのは、女性らしさの呪縛から自分を解放したい、解
放しようというふうな意気込みであったわけで、同時に、暴力にいち早く目をつけた。
― 8 ―
DV ってありますよね、ドメスティックバイオレンス。家庭の中で男性のパートナーが女性に暴力を
振るう DV というふうなことにも最初に目をつけて、逃げ出すことを援助する。そのときにアメリカの
女性たちって、行動的ですよね。廃屋を占拠しちゃって、そこをシェルターにしちゃうというふうな運
動をしてきたわけです。
私は、このウーマンズリブの NOW （National Organization for Women）のボストン支部に入りました。 
さっき言ったベティ・フリーダンという人がつくったグループで、どんなに怖いグループかなと思った
ら、全然そんなことはなくて、みんな仕事を持ってて、何ていうか自由なんですね。
私も自由であるとか大好きなんですけども、なかでも一番のメッセージ、私が受け取ったメッセー
ジは、「あなたであっていい」というメッセージです。それをずっと探し求めてきていた。だれかの承
認が欲しい、だれかに受け入れられたい、「あなたであっていいよ」と言ってもらいたい。この NOW、
つまり女性たちがウーマンズリブで、女性解放運動で言ったのは、「あなたであっていい」。というメッ
セージで。すばらしいでしょう？
ところが、私たちは、絶えず「これではだめなんじゃないか、足りないんじゃないか」っていうふう
なことばっかりを教育されてきている。特にこのジェンダー、「らしさ」というものは、非常に強いし
ばりがあります。だいぶ前、私は某女子大で非常勤をやっていたときに、「どういうときに一番女であ
ることを感じますか？」って尋ねてみました。
そのときは、例えば体ですね。生理があるとか、それからもう一つ、男の人といるときというのがあっ
たんですね。今でも覚えています。
私は、結構、膝組んだりするんですね、ひとつは膝が悪くて正座ができないということもあるんですが、
膝組んで、女の人たちばっかりだと自由にしている。そこへ男の人が入ってきたら、膝組んだままでい
られるかなっていうと、この私でもって変だけど、やっぱり正座はしないにしても、膝組んだままいら
れないかもしれない。これが、「らしさ」だし、学生が答えてくれた、男性といる時に感じる自分のジェ
ンダーですよね。
それは、女らしくないというわけですね。たばこを今はやめてますが、一時、たばこを吸っていて、それ、
ちょっと反抗的な意味もありました。ジェンダーなどという言葉は知りませんでしたが、これにしばら
れたくないと思いつつね、たばこも吸い、お酒も飲みますが、余りたくさんは飲めませんけど……。ど
こかで女であることへの反発がありました。このジェンダーというのは、言葉で言えば、ジャンルって
いうフランス語でしたっけ？例えば文学のジャンルとして、純文学とか大衆小説とかって言いますね。
これの英語版です。
つまり、カテゴリーという意味でもあるんですが、女というカテゴリーにくくられ、男というカテゴ
リーにくくられ、ここに「らしさ」という規範が入ってくる。ここから自由になりたい。でも、なかな
かそうはいきませんよね。言葉で幾ら言ったって、本当に自由になるというのは何なんだろう、何から
自由に？というのはわかった。ジェンダー、女らしさから自由になりたい。
話が飛びますがこの間、あるグループでご飯を食べてたときに、ある男性が、「女もこのごろすっか
り変わって強くなった」と言います。「高校なんか生徒会の会長は女だ」っていろいろ言うんですね。
私が前に教えてた共学の大学では、女の子が男の子にノートとっといて、って言うんですよ。で、男の
子がノートとるの。これって、女が強くなったっていう意味でしょうか。とるのは男の子なのね、ノー
トを。女の子はそれを見せてもらうのかもしれませんけれども。話を戻してそのときに私は、一緒にご
飯を食べてた彼に、「ちょっと待ってください」と。女性が 7、8 人いて男性は彼一人で、彼が一人でしゃ
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べりまくり、女性は従順に聞いているという構図でした。
こういう時、私、ムッとしちゃうんですね、よくありませんね。「ちょっと待ってください。でも、この“ら
しさ”として内面化されている規範というものは、すごく強力です。男の方にはわからないと思う。そ
このところにちゃんと注目をしないで、女が強くなったって簡単に言わないでください」って言ったん
ですね。そうしたら、その人がね、「あなた、僕の話、途中から取らないでください」って言うんですよ。
途中から取ったんですね、私、イラッとしちゃって。
その時、心の中で、「そんなふうに反論できる女の人、だれもいませんよ」と思ったの、言わなかっ
たけど。彼はこんなこと思いもしないでしょうね。
内面化されている「らしさ」という規範の中に、よき妻、よき母というのがありますね。いまだにキャ
リアウーマンのトップの女性は、「私は家で家事も育児もやります」と必ずつけ加えなければならない
現状で、私はまだまだ、女性がそんなに強くなったというふうには思っておりません。
この「らしさ」からの解放、時代的にいうと、ウーマンズリブのここから生まれてきたのがフェミニ
ストカウンセリングです。
何か、白板がぐちゃぐちゃですね、私らしいと思ってください。
フェミニストカウンセリングは、ウーマンズリブやジェンダー論から生まれてきました。フェミカン
と略しますが、アメリカでやっぱりこのウーマンズリブのときにフェミニストセラピィというのが、フェ
ミニストの精神科医や、それから心理学者から生れてきました。なぜならば、歴史がそうであったよう
に、心理学も精神医学も全部男性が仕切っておりました。
フェミニストセラピィというのがつくられて、セラピィというのは治療という意味です。正式にはサ
イコセラピィ、心理療法っていうんですが、ほとんどセラピィといえば心理療法のことになっています。
ウッディ・アレンはセラピィが好きで、彼の映画はセラピィばかり。セラピィというのは、例えばドラッ
グセラピィといえば薬物療法ですね。スリープセラピィなんかないですね、睡眠療法あるかもしれませ
ん。フェミニズムに基盤をおいたフェミニストセラピィというのを、70 年代はじめにアメリカでやり
始めた。
それは、これまで男性の精神医学が彼らの目から見て女性を病気だというふうに言ってきたことの反
発から生まれています。多分ね、日本に来なかったと思うんですが、バーブラ・ストライサンドさんの
『ナッツ』（NUTS）っていうのって、俗語で「狂った人」というふうな意味なんですね。すばらしい映
画でした。
バーブラ・ストライサンドの演じる女性が、狂人と言われる。あえてそういう言葉を使いますと、今
でいうと人格障害っぽい。非常につき合いにくい人なんですね。それで精神病院に入れられようとする
けど、彼女は徹底して反抗してヒアリングに出て、自分は病気でないということをものすごく訴える。
私、その映画をアメリカで観たんですけど、やっぱり涙が出ました。そうやって女の人が、すくっと
立って自己主張する、すばらしいですね。
そういう形で、男性から烙印を押されることに反発するのがフェミニストセラピィ。ちょっと単純な
表現ですが、有名なのはジュディス・ハーマンという女性精神科医がいます。日本にもフェミカンの招
待で来ています。この方は、心的回復、つまり暴力の被害の回復について非常にいい話をたくさん書
いていらっしゃる方ですけども、70 年代初めフェミニストセラピィをつくって、それで患者さんとも、
治療する側、される側というふうな垣根をとって、なるべく平等に話を聞く。しかも、女性である体験
を共有するというところがポイントですね。
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フェミニストカウンセリングのスタート
例えば DV の被害者でもほかの暴力の被害者にとってもカウンセラーである私自身がその被害者であ
り得る可能性は幾らだってあるわけです。そうすると、その怖さのようなものはさっきちらっと申しま
したけども、わかりやすいですよね。わかる。そういうふうな、これまで男性の精神科医なんかにはわ
かってもらえなかったような共通の体験をわかる。で、カウンセリングもセラピィもわかるということ
は、とっても大事なことです。わかってもらえるだけで、半分ぐらいよくなるぐらい、その体験の共有
とわかるということがキーになります。そのフェミニストセラピィを日本に私が持ち込みました。
1980 年四谷に「フェミニストセラピィ “ なかま ”」という、一番最初のカウンセリングルームを開業
しました。以降、30 年たっておりますが、そこにキュームスという人の言葉をチラシといいますか、
パンフレットに書いたんですが、その言葉は、「自分の前を歩くな。私は後ろをついていってないかも
しれない」。
「自分の後ろを歩くな、私はリードしてないかもしれない」、「私の横にいて友だちであってくれ」と
いう文言です。まだそのときフェミニストセラピィと言っておりまして、今でも“なかま”は、フェミ
ニストセラピィと呼び存続しております。
その後、カウンセリングという言葉に私が変えたのは、やっぱりセラピィという言葉そのものが治療
という意味ですから、カウンセリングに変えたんですね。
ただ、専門家じゃないということではありません。専門家です。病名、治療者、治癒というコンテッ
クス、これは、医学モデル。
問題、カウンセラー、回復、成長、これは社会学的モデルといいましょうか、社会学モデルで、病名
とか症例ではなく事例と言いますね、ケースです。事例で病名ではなくて、問題といって、さっき人格
障害っぽいと言いましたけど、あまりそういう病名でクライアントを見ない。しかしそういう言葉がク
ライアントにとって、「ああ、私ってこういうことだったんだ」というふうにわかりやすいということ
もありますが。
フェミカンの目標は、これまでの伝統的なセラピィ観を変えて、もっと社会的な問題として考えてい
きたいというところで社会学的モデルと言ってもいいかなと思います。
当然、フェミニズムは、社会的な文脈の中から起きてきていますから、この社会的な文脈を外しては
意味がないですよ。
1980 年に四谷で「フェミニストセラピィ “ なかま ”」という開業カウンセリングルームを立ち上げま
した。当時は、そんなに開業ルームはたくさんなかったんですけど、結構いろんな方が来てくださって、
かなりマスコミが取り上げてくれたということもありますが、女性たちが自分を語るという作業をし始
めました。皆さん、１時間、自分のこと話しできますか？途中で切れちゃわない？
何か問題があれば問題を延々と語ることはできるかもしれないけど、そういう機会がないんですね、
自分を語るという機会なんか与えられていない。大抵、聞き役ですよね。女性って、大抵聞いている。
またそれそうで……7 時 10 分ですね。何時？ 8 時まででしたっけ？急ぎましょう。
そういうわけで、大勢の女性の目にとまって、行って話をしたい、聞いてもらいたいという気持ちが
受け止められた。カウンセラーは聞くのが仕事ですから、聞きながら、どうしてそういうふうに感じる
のとか尋ねますよね。そうすると、自分のことを、さらに考えるじゃない。何でこんなふうに感じるの
かな、何でこう思うのかなというふうに。そうするとまた、それにつれて言葉が出てきます。で、何が
起きるかというと、自己理解が深まるわけですね。この自己理解というのが回復や成長につながってい
― 11 ―
く道筋であります。
ですから特にフェミニストカウンセリングというのは、そういう意味では、治癒とかのコンセプトよ
り、自己理解を深めるという、そういう作業なわけですが、フェミニズムや、フェミカンがいろんな形
で受け入れられ、私もそういうカウンセラーを育てるという仕事に入ってきて、以来 30 年ちょっと過
ぎました。
パーソナル イズ ポリティカル
ここで、急がなきゃいけませんのですが、フェミニズムがウーマンズリブ、ジェンダー論どちらでも
いいんですが、焦点を当てたのが “person in relation”, “person in situation” です。
関係の中の人、状況の中の人で、この状況の中の人というのは、社会的な文脈の中で女性がジェンダー
にしばられ、かつ自己実現を阻まれてきた。それは個人の問題ではなくて、状況や社会の問題だ。
ここにフェミニズムの神髄という有名な言葉があって、今、ちょっと死語になりつつあって残念なん
ですが、“personal is political” という言葉です。個人的なことは政治的なことだという、この政治的とい
うのは例えば日本の政治というふうな意味の狭い意味というよりも、社会全体的なシステムの問題です
ね。個人的なことは政治的なことだと。
したがって、ベティ・フリーダンの同級生たちがうつ病になって苦しんでいるのは個人の問題ではな
くって、そういうふうに女性が自己実現を阻まれている。自己実現をしたいと思う機会、あるいはした
いと思うことすらない。名前がない病気というかそれ自分が問題ですから、自分ではわからないわけで
すね。
それは、個人的なことは政治的なことだと、これは非常に有名なフェミニズムの言葉なんですが、換
言すれば、“person in situation” ですね。“person in relation”, 関係性の中の個人、個というふうなものは、今、
盛んに絆とかいろいろ言われておりますけれども、“person in relation”, 関係の中でしか人は生きていけ
ないという意味ですね。
この関係性がきょうの話になってくるわけですが、私の大ざっぱな分け方で、私は関係と間柄って分
けております。例えば地縁、血縁、学縁……、学縁は違うかもしれません……、要するに自分が選んで
つくった関係ではない関わりを間柄と言うとすると、関係というのは、言葉だけでいうと、自立した個
人が自立した相手とつくり、育てていくようなことを関係と言いたいのですね。人間関係とか夫婦関係
とか、いろいろ今、簡単に呼ばれておりますけれども、本来の意味からいえば、この関係を改善したり
維持していくのは、非常に難しく、努力のいる言葉なんです。
そうすると、自立した個人とはどういうイメージなんだということになりますね。自立した個人、皆
さんは自立した個人だと思われてます？困ったような顔していらっしゃる……。
自立した個人を、アイデンティティーという言葉にかえてもいいですね。Identity, ID というふうに簡
単に言いますが、アイデンティティー、これは、私ってだれという意味ですけれども、このアイデンティ
ティーという言葉は、190 年代にエリクソンという人がつくった有名な概念で、もうこのエリクソン
流のアイデンティティーというのがポストモダンで脱構築されておりますが、アイデンティティーとい
うのはわかり易いので使わせてください。
簡単に言えば、例えば私のジェンダ ・ーアイデンティティーといえば女だ、ナショナル・アイデンティ
ティーといえば日本人だ、キャリア・アイデンティティーといえば心理学者だというふうに幾つも分け
て、役割的なものは結構明確化できます。
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実は、1968 年に私はアメリカに行ったんですが、まだ成田なんかないころです。アメリカに行って、
Synanon というアルコール、麻薬、それから犯罪者のような人たちが自分たちでつくっている施設、自
助施設、そこへ行ったんですね。で、そこでやっているすばらしいプログラムを学ぶために行きました。
この話をすると別のもう一回、いりますので端折りますと、そこには言ってみれば集団心理療法のよう
なもの、彼らは決してそう呼ばないでゲームと呼びます。プレイゲーム、ゲームをプレイするという言
い方をするんですが、それはものすごい個人攻撃から始まる、一人ずつ。ゲームはそのように始まって
いくんですね。
私って誰？
何が起きるかというと、そこで泣き叫び、裸になっちゃう、自分が。で、そうやって突き詰めて自分
を裸にしてみたところから、なぜ、自分が麻薬やお酒に対して依存的であるのかということを少しずつ
学んでいく、この施設で。この施設はすばらしい試みだったんですが、もう今は存在していない。サン
タモニカのすばらしい瀟洒なホテルを借り切っていろんなことが行われていました。
そこに、私はいきなり放り込まれたんですね。彼らは精神医学を信じていない。精神分析にものすご
くたくさんのお金を払っても回復しないわけです、本人は。これは、今でもそうです。実は精神医学も
心理学も、依存という形の人たちを「治療する」方法ってないんですね。相変わらずありません。むし
ろ自助グループのほうがずっと有効である。
そこに行きまして、それでそのグループに入るわけですね。私なんか余り英語わかりません、ものす
ごいスラングが飛び交いますから、余計わかんない。ニコニコ笑っているわけですね。だから、何とな
くみんな私を飛ばしちゃうわけ。依存症ではないから、その体験談も話せない。
あるとき、ゲームで非常に仲のいいというか、よく声をかけてくださる方が、彼女はもう亡くなって
いると思いますが、アルコール依存症の方です。その人が、「貴代美、あなた、Synanon 好きか？」っ
て聞きますね。ニコニコして「好きです」とか言うんですね。「日本に帰りたいか？」。またちょっとニ
コニコして、「うん、帰りたいけど、今ここで勉強しているから帰らない」とか言うんですね。
そんなやりとりをしているうちに、アーマさんというんだけれども、追求が厳しくなって、「ここが
好きだというのはうそだ」と突っ込まれるわけですね。で、「日本に帰りたいと言うんだったら、もうさっ
さと帰れ」って言うんで、私もいい加減にキレちゃって、「もうこんなとこ、嫌いだ、もう日本に早く
帰りたい」って、めちゃくちゃな英語です。泣き叫んでいるわけです。突っ込まれて、突っ込まれて、私、
裸になっちゃうわけですね。
もう何も防衛がない。ニコニコ笑って、例えば私はソーシャルワーカーです、ここのプログラムを勉
強しに来ましたと答えるわけです。そうすると、そんなことはわかってると返される。もちろんわかっ
てますよね。でも、“Who are you? ” が問題。
あんたはだれなんだって言われるわけです。あなたはだれなんだって、皆さん、どう答えます？
あなたはだれなんだ？それが Synanon の仲間にはわからないって言うんですね。
で、私なんか答えられません。だって、もう泣いてますから。で、しばらく私を泣かせてくれた後、アー
マさんが、黙った後、わかった、あなたがどんな人がわかった。つまり私が防衛をなくして単に一人の
貴代美になった。Synanon が好きじゃなくて、日本に帰りたがっている…。
ソーシャルワーカーだとかリサーチャーだとか構えている人たちに、自分たちは自分の問題を話すつ
もりがないと。そのとおりですよね、彼らの動きを見れば、彼らの意図を考えれば。それ以降、とって
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も親切にしてくれて、自分の話を聞かせたいと言ってくれて、なぜ自分が依存になっていったかという
ことを話してくれた。専門家はクライアントからしか学べません。
患者さんから学ばない治療者はだめです。私は信用しません。私が本からでなく、何から学んできた
かといえば、それは全部、クライアントです。
だから、彼らは、私がリサーチャーですという防衛をとれば、自分も素直になって自己史を語ります
よということを言ってくれたんですね。ただ、この「あなたはだれだ」という問題はずっと残り続けま
した。
その後です。あなたはあなたであっていいよとフェミニズムに言われたのは。先に Synanon があって、
それからボストンに移って、この NOW の運動にかかわっていくようになったんですね。
今、あなたはだれ？ “Who are you? ” って言われたら、とりあえず皆さん、何て言う？やっぱりあれ
でしょうか、役割、社会的な役割が出てきません？
この“Who are you? ”というのが自立した個の自分というものの基本になるものですね。これがあって、
相手もまた自立した個人としての “Who are you? ” がそれなりにわかってて、その人なりにという意味
です。そんな典型的な答えがあるわけではありませんから、そういうふうに思わないでください。そう
いうふうに答えがどっかにあって、それは典型的な何かだということを示唆したいために言っているの
でありません。それぞれの方がそれぞれに感じる自分、自分感覚と言ってもいいかな。そういうふうに
してつくる関わりが関係なんですね。
努力する関係
だから、アメリカ人がしょっちゅう “I love you” って、子どもにも妻にも言いますよね。しょっちゅう、
しょっちゅう言う、あれは、そういうふうに関係を確認しているのかなと思いますが、いずれにしても
ちょっとしんどい話ですね、毎回、毎回言ってなきゃいけないのは（笑）。
ただ、大人が子どもによく、私は君の友だちだよ、という言葉を映画などで使いますよね。これは、
子どもとしての個が大人としての自分と関係をつくるという発想のもとに言われるんであって、日本語
でちっちゃな子どもに、「私、あなたの友だちよ」なんて呼びかけるのは、まず、おきない。これ、子
どもだからですね。子どもには、子どもらしさっていうのがあって、高齢者には高齢者らしさっていう
のがまたいろいろあるわけでそれに準じたふるまいが期待される。「らしさ」のしばりですね。
そういうふうなリレーション、関係性の中に人がいるということを考えたときに、だから友だちとか、
親友だとかって言うけど、なかなかそんなふうにはいかない。
私は、読売新聞の人生案内というものの回答者をやっておりましたときに、「相手が親友だと思って
いて、いっぱい自分にいろんなことを要求してくるけど、私は親友のつもりがない。どうすればいいで
しょうか」なんていう話はいっぱいあったんですね。なぜそれで親友だと思っているんだろうと、親友
なら、一番、ノーが言えるはずでしょう。また、頼んでいるほうも、自分がどういうふうに相手に過剰
な負担を強いているかということがわからない。で、相手もそれは過剰だと言い返せないといういびつ
な関係で、これは親友関係なんかではないですね。
で、女性の……、男性の関係って余りよくわからないんですけども、私が思うに、男性は、絶えず役
割で存在を確認し合っているみたいに見えます。後で反論してください。あるいは釣とかゴルフとか麻
雀とか、何かそういったものが介在しないとなかなか関係がつくれないように見えます。介在なしで男
の３人ぐらいが旅行に行きませんかというわけにいかないんじゃないんでしょうか。
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女性はこれができるんですけれども。そう言ってましたら、友だちが、「いや、そんなことはない。
このごろは中学時代の何々クラブの仲間とか、そういうので男の人が群れている」というふうに聞きま
したから、男性ももう役割を抜いてつき合いをしたいのでしょうね。
でも、まあ、何々クラブの仲間っていったら、この人は主将であったとかそんなことがくっつくのか
な、わかりませんが、ただ、その役割を使えば距離はとりやすいですね。
女性はそういう役割を使わない生身でつき合うから、非常にのめり込んじゃうような友情関係、愛情
関係というのがあって、私のところにかつて相談しに来られた方たちも、そういうことがありました。
夜中に来て、もう大変だ、もう死んじゃうみたいなことを言うから一生懸命聞いてあげて、帰って、相
手は朝、ケロッとしている。あれ、どうなってんだろうみたいな話をよくしておられましたけれども、
のめり込むような愛情の裏側にあるのは、見捨てられ不安のようなもので、見捨てられ不安が大きけれ
ば大きいほど相手にのめり込んじゃうような気がいたします。なかなかこの距離がとれない。
ただ、一般的に距離をとるというのは難しいんですね。ヤマアラシ症候群って、ご存じですか。
このツンツンのとげを持ったヤマアラシが親密になりたいから近寄るわけですね。でも近づけばお互
いに刺し合っちゃう、でまた飛び離れるというのをヤマアラシ症候群っていうふうにいいますが、この
親密な距離というのは、そういった個と個が押したり引いたり、近づいたり遠くなったりというプロセ
スをやりながら築いていかなきゃいけない。ところが、一体感、一体視、一緒であるということを考え
たいと思えば思うほど、距離がなくなりますね、相手との。ペタッと一緒になっちゃう。
これは、ある意味では、母子関係のつくり方にかかわってくると思います。
今、子育ては、父子関係もあれば、あるいは両親のいない児童養護施設なんかで育った方からすれば、
また全然、別個のかかわりがあったはずですよね。だから、その一々の全部を私が話せませんから、と
りあえず一般的な母子関係ということに限定しておきます。
そのときに、母親とどのような関係をつくってきたかということが、結構、女性同士の関係の中に反
映する。十分に愛され、十分に認められて一種の反抗期なんかを経て親から離れていった場合というの
は、この押したり引いたりしながら関係をつくっていくことが結構できやすいんじゃないかと思うんで
すね。
母子というのは、密着してます。自他未分化といいますが、母親は子どもが痛いと言って泣いていると、
自分が痛いように感じる。一緒になっちゃって、相手が痛がっているときに自分も痛いように感じるよ
うな感じ方を女性のジェンダーの中にかなり組み込まれていて、気遣いというふうにいいますが、それ
がわからない人は、女性として失格みたいな言われ方をしますね。
この自他未分化の状態から少しずつ脱していくのが発達の段階で、もう親とは違う自分というものを
つくり始めるわけですが、この辺が、何て言いましょうか、関係を作ればすぐ密着になってしまうのは
基本的なものが不足なのかもしれませんね。受け入れられたり認められる体験が少なく、それを代理の
だれかに求める。そのかわり、それは簡単にはいきません。例えばいきなり部屋に入ってきて、冷蔵庫
をぱっと開けて、何も言わず好きなものを食べちゃって、それほど仲良くしてたのに、何か転勤でいな
くなったら、ブッツンしちゃったとかというふうな話、一体、これ、何だろうと思うんですけども、ペ
タッとしていて、離れればパァーっと離れちゃうというふうな密着と離反の極端な傾向が、女性の関係
の中にはあるんじゃないかなと思います。
男性も、同僚と一杯やって、ちょっと間を置いて家に帰るというふうな感じで、なかなか会社と離れ
られない。私なんか電車で観察していて、あいつがどうだこいつがどうだって、会社の話をしているな
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と思って、相手が先に降りますと、まるで抱き合ってキスでもするかなというぐらいに残念がって別れ
て、何だろうと思いますが、だから、その意味では男性も同じような傾向もあるのかもしれません。私
たち、やっぱり親密であることとうまく距離をとるということが、非常に上手ではない。じゃ、欧米人
が上手かって、それは簡単にイエスともノーとも言いにくいのではないでしょうか。
だから、どこかに関係そのものがいびつになって、直ぐにくっついたり、直ぐに離れたりということ
が起きてくるのと、それから、私が最近気になっているのは、仲よしが非常に排他的であるということ
です。自分たちは仲がいい、それはいいんですよ、仲よくって。でも、ほかの人が目に入らないみたい
な感じを受けるんですね。それはどういうメカニズムかよくわかりません、仲よしこよしだけで世界が
成り立っているようなんですね。
したがって、一遍、自分の女性関係や異性関係を、振り返ってみても同じことなんですが、何を相手
に求めていて、相手は何を自分に与えられ得るのかを考えてみるといいのではないでしょうか。一般的
に言って関係は異質な相手を求めますよね、自分の持っていない。だから、自分は几帳面で相手は若干
ルーズだから楽だわといった相手と関係を持ったのであれば、ルーズを怒ったって無理ですよね。だか
ら、本人にないものを求めてもダメで、そこの見きわめというか納得というのはとっても難しい。
このごろ、一部というのがはやっていて、一部しか期待しない、一部だけでいい。これって、あっさり
してて、自分も苦しまなくていいし、相手も苦しまない。そのかわり深い関係がなかなかできない……、 
若い人たちは関係がつくりにくくなっているようです。
それはどうしてなのかなということがよくわかりませんが、アイデンティティーという、これで全体
を総称してた自分というふうなものが余り必要じゃなくなってるのかもしれません。多重人格とか人格
障害とか適応障害という言葉もありますけど、適応過剰というか、過剰適応しちゃうんですね、できちゃ
うというか。その場、その場で自分が変えられる。それで余り困らない世の中になっちゃったんじゃな
いかなという気がせざるを得ませんね。つまり、個とか、全体というふうにあまり考えなくてよい。
そうしますと、私の言っている個人と個人がつくる関係なんて、非常に古くさい話になっていて、そ
の部分もあるかもしれません。いろんなものが古くさくなってるんですが、個々のレベルが話ができま
せんから、一つにしてアイデンティティーというような言葉を使っておりますけれども、そんなわけで、
とにかくこの親密さって難しい。
距離のとりかた
じゃ、どうすればいいのかということは、私は対話の好きな人間で、先述した押しあいへしあい相手
と話をしていくしかないんだと思うんですね。前に観たアメリカ映画で、「あなた、私のこと大嫌いでしょ
う？」という場面を今でも覚えてますが、あなた、私のこと大嫌いでしょうなんて、私たち言えますで
しょうか、率直ですね。
で、そう言われたほうは、「そうだ」と言うんですね。でも、そこからずっと対話が開かれてって、結局、
二人はとても仲よしになるんですけれども、この対話そのものが、対話をしていくプロセスが、私は民
主主義だと思っています。
例えば、グループなんかで「なぜですか？」と聞けないですね、なかなか。「なぜですか」の裏に「お
かしいんじゃない？」という非言語メッセージを読み取ってしまう。言ってないのに。でも、「なぜで
すか？」というのは、実に中立的な言葉じゃないですか。これが理由ですって言えばいいんだけれども、
女性のグループなんか特にそういうふうに尋ねられない。さまざまなことを忖度するからですね。こう
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言えばああだろうかとか。
それは、さっき言ったジェンダーの「女らしさ」みたいなものに結びついております。
直接聞くなんて、それは考えてみなさい、感じてみなさい、あなたが想像してみなさいという世界に
なってしまって、でも、私は成熟というのは、私の成熟イメージって、やっぱり対話ができるかできな
いかというところにあると思うんですね。
もう亡くなりましたが、うちの母の会話なんかを見ていると、こうであったと言ったら、今度、こっ
ちがこうであったって、今度、こっちがこうであったってなっていく。内容は、例えば「きょう、天気
いいから布団干した」とかね。そうしたら、「私もね」じゃなくて、「私はどこか買い物行った」みたい
な、何なんでしょうね、そういう重ならない会話をよくしておりまして、私はそういう会話の非常に下
手な人間なんですが、言葉を重ねてみて、相手の言葉に自分がある反応を返す、またそれに反応が返っ
てくるというふうにしていかないと、自分も相手もわからないと思っています。
基本的に、私は、人はわからないと思っているんですね、幾ら想像しても。想像力は確かに大事ですが、
幾ら想像しても、それは、自分が相手じゃないんですから、自分の想像できる限界というのはあります。
だから、その距離も親密さも、今は夫婦でも何か箪笥のようだ、空気のようだと言いますが、本当に
そうなんでしょうか。やっぱり十分に話し合うところからしか問題は見えてこない。あるいは、この関
係をもっとどういうふうにしようかっていうことは見えてこないですね。その対話をなかなか育てると
いうような教育ができていない。で、私はさっきから皆さんに、ぜひとも反応を戻してください、疑問
を戻してくださいって申し上げているのは、そういうところもあります。
私、よく大学で質問しますよね、学生に。問われた学生は隣の子を見るんですよ、必ず。あなたに聞
いているのに、何で隣の子を見るのといつも怒ってたんですけども、私が聞いているんだから、わかり
ませんとか、すみません、質問聞いてませんでしたとかね、何できちっと返してくれないのかなという
のを思っていまして、その傾向はますます強くなっているはずです、このごろ。だから、相手に話をし
てもらうというのは大変な難事業。私は、どのように罵倒されても構いませんが、黙っていられるのが
一番困る。困るというか、いらいらします。
で、対話ですね。ですから、私が考えられることって、何とか話し合っていきましょうということで
す。話し合えば、言葉も洗練されてきます。「なぜ？」と聞かれたら考えなきゃいけないでしょう。考
えるということも大事、それから、考えたことを表現しなきゃいけない。表現することも大事。そうやっ
て、関係というふうなものは、よりよくに成り立っていくんじゃないかというふうに考えております。
ちょっと早めですけども、十分に時間をつくりました。ですから、ぜひとも反応をお返しください。
一応これで終わります。
ご清聴、ありがとうございました。
（拍手）
●新田啓子：それでは、質疑応答といいますか、レスポンスのお時間ということにしたいと思います。
対話セッションを始めますが、気軽に（というのも変ですけれど）、お話しいただければと思います。
●質問者 1：ジェンダーとカウンセリングというテーマに関連し、フェミニストカウンセリングという
のは実際何をするのかを、お聞かせいただきたいんですが。
●河野貴代美氏：そうですね、フェミニストカウンセリングに余り話が及びませんでしたけれども、幾
つかの特徴はお話ししたと思います。その中で、大事なことは女性として共有できる体験ということを
申し上げました。
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具体例に言えば、あるとき、もう随分前ですが、女性のお医者さんが見えました。その方はフェミニ
ストセラピィなんていうことは、ほとんどおわかりになっていない。ただ、マスメディアを通して知っ
たカウンセラーが女性、私ですね。いらっしゃって、自分はうつ病だと言われていて、夫も、医者。で、
彼の友人の精神科医から薬をもらっている。でも、よくならない、はかばかしくない。精神科医は、ま
あ、そう焦りなさんなと言う。その、焦らないでと言うのは、うつ状態の方に対して正解なんですけれ
ども、でも、焦らないでと言われても、医学は非常な日進月歩で、次の学会に行ったらもうわからない
ことが飛び交っている。だから、焦らないでって言われても、自分は早く復帰したいということをおっ
しゃったんですね。
私には、彼女の気持ちがとてもよくわかりました。だから、頑張れとは言いませんでしたけれども、
彼女が、夫ないしはお友だちの精神科医からちっともサポートされてこなかったんだなということはよ
くわかったわけなんですね。こういうふうに、体験が共有できること、これはカウンセリングで一番重
要です。
それから、体験の共有のもう一つの例は私の事を既述しましたが、やはり暴力です。現在は非常に暴
力の問題が多くなっておりますが、暴力に関しては、基本的には、「あなたが悪くない」というスタン
スですね。具体的に、シェルターを紹介したり、あるいは、離婚後の生活設計を紹介したりというふう
に、具体的な援助まで手を伸ばしていく。昨今は 30 年前とは事情が変わってきております。30 年前は、
女性とひとくくりに考え、差別されている事実だけで女性を考えてきました。それが困難になっている。
いろんなふうに女性の層が変わってきておりますので。
上野千鶴子さんの命名では、男女格差じゃなくて女々格差、女性にもいろいろ変わってきている面が
あるので、30 年前のように女性全部を被差別者、被抑圧者というふうに考えにくくなっていて、総論
として、フェミカンの目指すものということをなかなか言いにくくなってきてますね。
ただ、暴力の問題は、まだまだ根絶できなく、重要な問題として残っております。
もうちょっと何か別のことがお知りになりたかったのかな。
●質問者 1：フェミニストカウンセリングの立ち上げたところはわかりました。が、なかなか自分で気
軽に行けるような感じはしませんので、どういうふうなものかということを。
●河野氏：ああ、具体的なカウンセリングがどういうふうなものかということ？
●質問者 1：ええ。
●河野氏：カウンセリングがどういうふうなものかということね。
実はこれ、非常にわかりにくいんですね。
うつ病でいらした方も、やっぱり薬をもらっている方が多いんですが、話をずっとしていく中で自分
を振り返ります。で、どんどん自己理解が深まり、それで回復し、その精神科の医者に、もう薬いらな
いと言いたいんだけど、カウンセリングでよくなったと言いにくい。カウンセリングでどう回復したか
が、自分で説明できないとおっしゃいます。
たしかに、何か精神修養みたいに考えられることもありますし、その方向性を持ったカウンセリング
もあります。昔、健康保険でカウンセリングの点数になる時、治療の項目が、精神療法というふうになっ
てたんですね。なんというのか、いまなら心理療法でしょうね。まあ一言で表現しにくい、何か宗教か
という感じもあるし、わかりにくいんですね。
さっき、しゃべることを通して自己理解が深まるみたいな言い方をしましたが、ちょっと実践してみ
ましょうか。いい？
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新田先生、ちょっとお身をここにお運び下さいませんか。この方、いけにえにしましょう……（笑）、
うそです、それはうそです。絶対迷惑かけません、絶対いやな思い、させませんから。
●新田氏：いっいや、私の赤裸々な話を聞いて、皆さん方は……
●河野氏：誓って赤裸々な話なんかさせません。
初めまして。（お互いに挨拶）いけにえなんて、うそですから……。そうですね、今、ぱっと浮かん
だ言葉を言ってみてくださる？
●新田：今、暑い。
●河野氏：今、暑い。暑いですね、なるほど。
クライアントはあんまりこんなことおっしゃいませんけどね（と会場に）。
今、暑いとおっしゃった。例えばその暑いという言葉が出てきた周辺の感じ方って、わかります？
●新田：周辺というか、何か体の中がちょっと、話を聞いて暑い気が……、ちょっと考えたら、ぽーっ
となってきた気がする。
●河野氏：ぽーっとなっちゃった。ぽーっとなった。
●新田：すみません。
●河野氏：お願いですからどうぞすみませんなんておっしゃらないで下さい。そうですか。体が暑いと
いうのは、否定的？肯定的？どちらの感じ？
●新田：否定的じゃないです。
●河野氏：否定的ではない。
●新田：はい。何かちょっと考えたら少し興奮してきたという、そういう感じでしょうか。
●河野氏：うん、うん。あんまり否定的じゃなくて肯定的な感じで少し興奮してきた。
●新田：はい。割とよくあることです、自分にとっては。
●河野氏：ああ、そうなんですか。それは困ったこと？それともそうでもない？
●新田：あの、顔まで赤くなってしまうことがあって、ゆでだこのようになると、そういうときはちょっ
と困りますけれども、もう 40 年ぐらい生きているので、それをどう御すかということには、何か少し
慣れてきたような気がしています。
●河野氏：ああ、そうですか。
今、こんなこと聞かれて、どんな感じがします？
●新田：嬉しい。
●河野氏：嬉しい……（お上手ですねぇ、と会場に）、嬉しいって、どんな感じかな。
●新田：何でこんな聞いてくれるんだろうって思う。
●河野氏：ああ、そうか（笑）。やっぱりそういうふうに、割と聞かれていくというか…。ちょっと考えて、
答えるのよね。暑いとか、周辺の感じ方ってどんなとか、これ、すごい難しい質問ですよね。それって、
まず理解するのも大変じゃない？
●新田：そうですね。そうなんですね、頭でちょっと今、緊張しているというのもあるかもしれないん
ですが、どういうふうにまな板に乗ればいいのかって……
●河野氏：うん。
●新田：でも、とりあえず、何を話したらいいのかということについては、私は考えるのではなく、委
ねている感じですね……
●河野氏：うん、いいこと言ってくださいますね。
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●新田：……状況に。
●河野氏：ヨイショしなくてよろしいんですよ。
●新田：状況に委ねるから、案外すごく主観的な、他人には多分関係のない、この体がちょっとぽっぽ
と暑いですみたいな、情緒的な言葉を使って話してしまうんです。話しながら、ちょっと甘えた感じが
少しする。
●河野氏：はぁー、それはでも、随分分析的な言い方ですね。
●新田：そうですか。
●河野氏：ふっと伺ってて、感じたのは、割と肯定的な言葉を出しやすいタイプですか。皆さんもちょっ
と考えてみて。絶えず人を褒めている人とか、絶えずけなしている人とかいるじゃないですか。どんな
感じがなさる？というのは、あえて肯定的な言葉のほうが出しやすいのかしら。
●新田：はい、どちらかというと肯定的なほうだと思いますね。
●河野氏：うん。
●新田：もののとらえ方とかが、状況判断とか。
●河野氏：うん、基本的には余り否定的には感じない？
●新田：はい。小さいときそういうふうに教わったかもしれません。
●河野氏：ああ、なるほど。
●新田：文句とか不平とか、言っていると自分が不幸になるよ、みたいな。
●河野氏：確かにそうですね。いいことを言ってるほうが、もちろん空疎ないいことはつまんないけど、
それなりに実りのあるサポーティブな言葉っていうのは自分が楽しくなりますね。
●新田：ええ。あとはやはり、教員なので。教師としてどう人と接していくかということの中で多分、
ここ 13 年ぐらいのことですが、そういう方向に動いてきたような気がします。
●河野氏：うん、うん。それはやっぱり、学生にとってはサポートされるほうが力もつくし、モチベー
ションも上がる。
●新田：はい。うーん、でも、そうとばかりも……
●河野氏：そうとばかりも……、わかります。それはそうですね、はい。それはそうですね、よくわか
ります。私なんかしょっちゅう怒鳴ってましたから、学生を。
●新田：はい。
●河野氏：そうですか……。
ありがとうございました。すみません、本当にありがとうございました。
お席にお戻りください。
（拍手）
忘れました、すみません。今話してて、もう一遍伺っていいですか。どんな感じですか、話をして。
●新田：何か、もうちょっと話していたいって。
●河野氏：もうちょっと話していたい、いいこと言ってくれますね。
今は、もちろんクライアントの方が何か問題を話したわけではありませんから、現実にこんな会話が
あるわけではありません。暑い、という言葉がここまできました。ただ、私が聞いていて一番焦点を当
てたいのは、そのときの気持ちですね。ところが、気持ちと考えってなかなか分けられない。英語では
分けた言葉がありますね、“I feel”, 感じますっていうのと、“I think”, 考えますというのがあって、日本
語では私がどう感じますかって聞いても考え方で戻されてくる場合が多い。
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私が問いかけているのはあなたの感じることなんだというふうにわかってもらうためには、何回か会
話の繰り返しがあります。考えは、もうちょっと具体的だから、それなりに自分で整理しやすい。でも、
どう感じているかって、この感じ方というのは難しいですね、意外と難しい。感じ分けるということが
かなり難しいと同時に、感じ分けることが大事な基本になってきます。
特に、怒っているという感情は、非常に女性は表現しにくい。感じにくいと言ったほうがいいかな。
だから、怒っていれば怒っているほど笑いにごまかすということはよくあるわけで、これはアメリカ人
にはわかりません。なので、みんな……、ほら，被災地で大変な思いをしているでしょう。でも大抵笑っ
ているじゃないですか。つまり、本当に自分の感じていることを感じたままに表現しにくい。
ただ、カウンセリングルームではそれができる、許される。自分の本当の感じ方に自分が出会うわけ
ですね。感じ分ける、とても大事なことなんですが、この感じ分けができないと、さっき新田先生、おっ
しゃったけど、嬉しい、肯定的であることもわからない。なぜならば、肯定は、否定があってわかる言
葉ですよね。色を例にとれば一番わかると思います。全部真っ黒だったら真っ黒すらもわからない。赤
があって白がわかる。
したがって、人間の感情生活っていうのはとても多様ですから、その多様な感じをしっかり感じるこ
と。私は、それが人間の豊穣さのもとだと思っております。豊かな感情生活を持つ、そういうことであっ
て、ついでにジェンダーに絡んで申し上げますと、男性は、男性役割に付随する特定の感情を生きます
ね。達成感であったり所属感であったり、それは天下国家の何かであったり。女性は、女性のジェンダー
に付随する感情生活を生きる。それは、ケアであったり気遣いであったり、配慮であったりというジェ
ンダーに期待されている感情生活を生きる。で、これだけでは損だと思うんですね。両方のジェンダー
を生きることによってしか、両方の感情生活、体験できない。
これは、ジェンダー論というよりも人間の生き方の基本として多様な感情生活を生きようと。それを
生きられれば、ちょっとした挫折や絶望や失望にそんなに打ちひしがれないであろうというふうに考え
ております。その感情を十分に自分に尋ねていくプロセスがカウンセリングだと言っていいでしょう。
いいですねとか、判断がましくなく、絶えず相手が話しやすいような状況の中で話してもらう。そうす
ると、また次に来たいということになって、例えば１週間だとすると、１週間にいろんなことが起きま
すからその話をしたり、そこで自分の感じたことを話したり。それが、さっき言った自己理解につながっ
ていきます。この長い繰り返しです。
私が一番長く面接をした方は５年で、そのときは私も、もうとにかく５年あなたと話をしてきたけれ
ども、もうここから先はあなたが１人でやっていただくしかないと言って、本人もそれに同意して、面
接を終わったというか中断したというケースがありますが、毎週自分のことをよく話せるなと思うで
しょう。そう思う方は健康なんですと申し上げておきましょう。
よろしいですか。
●質問者 2：本学の教員です。
1968 年頃の状況に関して、コミューンであったり、何というか新しいコミュニティのあり方みたい
なことでいろいろ実験がなされていた時代だったとも思うんですが、その Synanon のその後の歴史を少
し調べたことがありまして……
●河野氏：ああ、そうですか。うれしいことです。
●質問者 2：そしたら、Synanon は、後にやがてちょっと組織として内閉化していって、リーダーの男性が、
Synanon は宗教であるということを宣言し、今風に言えば……
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●河野氏：リーダーはチャールズ・デドリックっていうんですが、彼が宗教だと宣言したんですか ?
●質問者 2：はい。今風に言うと少しカルトのような終わり方をした集団であったように思います。同
時に、今、セラピィ的な技術の広がりみたいなことをちょっと研究調査しているんですが、最近のセラ
ピィっていうのは非常にライト化、ソフト化してきているような感じもしています。立教大学の新入生
キャンプも、ほとんど構成的エンカウンター・グループを３日間やるようなものになってきているんで
すね。
何が言いたいかと申しますと、カルトになってしまうのは確かに問題かもしれないと思うんですけれ
ども、セラピィにおける言葉と言葉とのぶつかり合いみたいなものが、非常に薄れて希薄化してきてい
るような気もするんですね。そういうことからいって、先生が今のセラピィの現状みたいなものをどう
いうふうにお感じになっているのかというのを教えてください。
●河野氏：一番最初に申しましたように、５年間、実は引退生活を送っておりまして、十分にフォロー
ができておりません。ただ、非常に多様化したなということは大きくありますね。特に、簡易な、楽な、
例えば認知療法なんていうのは、プロセスを見れば楽ではありませんけれども、やっていくレベルその
ものが余り深層に及ばないという意味で、軽くなっているというふうな気もします。精神分析というの
は、もうほとんどはやらないんだと思いますね。
横になって、夢とかいろんな連想がずっと浮かんでくることを話して、分析医がそれを分析していく
というふうな、そういったことはとてもはやらないというふうに感じます。あるいは、発達障害という
ような言葉がこのごろあって、大学でも発達障害の学生が増えてて困るというふうなことも聞いており
ますが、例えば発達障害なんか、大学なんかでどのような対応をしているのか、現実にはわかりません。
私自身が知りません。
例えば昔、統合失調症っていうのは、私が精神病院にいたころは、本当に華々しい妄想幻覚の活発な
患者さんが多くいらしたんですね。妄想・幻覚は、割と簡単に薬で抑えられます。それ自身が問題では
なくて、現実の世界と切れてしまうことが問題で、それは薬ではだめなんで、作業療法とかレクリエー
ション療法とか、いろんな形でかかわる必要があったのです。統合失調症なんかも、昨今グループホー
ムのなかで、地域で、みんなで見守っていくというふうな形になってきていると思います。最近の傾向
について、どなたかご存じないですか？この中で現実的にカウンセリングをおやりになってて、現状は
こんなふうに自分には見えるという……
●質問者 3：先生がフェミニズムカウンセリングを導入されたとき、“なかま”で勉強させていただい
た者です。
●河野氏：ああ、そうですか。
●質問者 3：その後“結”を開設したんですが、そのときやってたカウンセリングの環境が変わったの
ではないか。今、2 年たって、またカウンセリングを始めているんですが、先ほど先生がおっしゃっ
ていたように、なかなか会話が成り立たないという感じがすごくするんですね。
●河野氏：ああ。
●質問者 3：ということは、深まらないというか、返して言ってもなかなか自己理解が深まっていかな
いという。その延長で考えれば、人との関係もなかなか成り立たなくなっているのかなというのをすご
く感じるんですね。
●河野氏：うん。
●質問者 3：関係の中で自分を知っていくというやり方が、非常に難しくなっているのかなというのを
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ちょっと感じます。
●河野氏：ハウツー的にどうしたらいいですかってレベルをすぐ求めちゃう。
●質問者 3：そうですよね。
●河野氏：答えが欲しいというか。
●質問者 3：それもありますし、先ほど先生がおっしゃってたように、会話が、自分のこと……、例え
ば喫茶店なんかでお友だちが仲良く話している会話を聞くと、「私の彼がこうなのよ」とか言っても、
相手の人も「私の彼はこうよ」というだけで、重なっていかないというか、お互い自分のことを言って
いるだけみたいな感じなんです。
これはなぜなのかと思うんですよね。実は関係性を求めてはいないのか、やり方がわからないのか、
表層的なことだけでいいと思っているのか、私もその辺、よくわからないんですが、確実に関係性のあ
り方が変わっているという実感があります。
●河野氏：なるほど。はい。
それは、だからカウンセリングの問題じゃなくて、現実の人間関係の問題でもあるわけですよね、あ
る意味ではね。
●質問者 3：きょうのテーマの「親密さと距離」について言えば、例えば今、私も大学で教えているん
ですが、学生が一番気を使う相手というのは、一番の親友なんですね。
●河野氏：そうですか。一番の親友に一番気を使う。
●質問者 3：親友に嫌われたくないから、いやなことは言わないという関係ですか。
●河野氏：ああ。
●質問者 3：それは、まあ親友じゃないのかもしれませんけど、別な言い方をすると。
●河野氏：というふうに、なかなかつかみにくい。
実際に今、私、統合失調症の話をしましたけど、いわゆるクライアント像そのものが大きく変化をし
てて、狭い意味の治療より、自助グループ的な動きのほうが活発ですね。摂食障害にしろ、依存症の問
題にしろ、自助グループとしての動きのほうが有効かなという感じを受けてまして、なかなか精神医学
そのもの、心理学そのもの、臨床心理学そのものが困難なときに立ち至っているように思います。
お茶の水女子大なんかでも、心理学科ってものすごい倍率で、皆さん心理カウンセラーになりたがっ
ていらっしゃるんですけども、また、なりたがっているのもなぜかよくわかりませんけども、人の手助
けをするということが生きがいになっているようなんですね。
すみません、お答えになってなくて。その辺、よくわかっておりませんので。
●質問者 4：今日はありがとうございました。お話の中で、「自立した個人」という言葉が出てきたん
ですけども、もう少し詳しくお話しいただけますでしょうか。
●河野氏：フェミニズムが幾つかの自立を挙げました。まず、経済的な自立、これはわかりやすいですね。
自分でちゃんと生活していける経済的な基盤を持つ。それから、生活的な自立、これは、自分で生活し
ていけるように家事等、日常の管理ができる。もう一つ、このもう一つが、精神的な自立なのですね。
この精神的な自立ということが、やっぱりよくわからないというか多様な解釈ができます。私の知っ
ている有名なフェミニストで、もうずいぶん前亡くなりましたけども、その方、私にこっそり、男の人
の恋人がいるんだと。でも、私はフェミニストだから男の恋人がいるなんてことは言えないと（笑）。
つまり、彼女は男性に依存しているようにみえることは自立ではないと思ったんでしょうか。要する
に、だれかが必要というのは自立ではないと。
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それは違いますよね。弱さも強さも含めて自分があるわけですから、さっき言ったように、強いとこ
ろばっかりだと強くもない。弱いときがあって、落ち込んだり打ちひしがれつつ、でも、まあ、また頑
張っていこうって強くなる。関係や人生はこのシーソーゲームのような繰り返しだと思うんですが、依
存の必要性も知っているいうのはだめでしょうか。その辺の自分のさまざまな感情生活や、ある状況に
自分がどんなふうに対応しているかという自分の行動パターンを知る、それにもうひとつは、対話をつ
け加えたいですね。だから、逆に自立とはこういう一つのイメージというよりも、関係の中でつくって
いく事項というふうに言いたいんですね。
私はとても弱いところがあるから、支えが必要なんですね、人が必要。で、すぐそういう人を見つけ
て甘えていきたがる。それは私の傾向ですけれども、そうだとしても、それは、決して私の自立した一
人の人間であることを損なわないんではないかというふうに感じております。だから、それは、関係性
の中でしか確認できないんじゃないかと、主観というのも実は関係と関係の間にあるんですよね。主観
というと、自分だけが持つある感じかと思うかもしれないけれども、すべては関係の中で考えていくし
かないんじゃないかというほど、私は関係ということを大事にする人間なんですが。
●質問者 4：ありがとうございました。
●質問者 ：貴重なお話をありがとうございました。本学で勉強している学生です。
今回の講演に関係のある話ができるか、ちょっとわからないんですが、疑問に思っていることがあり
ます。私が、ある男性の友人に恋愛の相談をしたら、お前は超面倒くさくて、一緒にいるメリットもな
い女だって言われまして、何か……
●河野氏：ひどいこと言いますね。
●質問者 ：その人は、男の人は、女の人にはいつも味方でいてほしいし、支えてほしい、愛されるば
かりを求められても疲れるだけだと言うんです。また、自分の父親に、「理解してくれというばかりで
はだめで、男の人のことを理解するのが大事。何か話をするときにも、そうだね、そうだねってうなず
いていれば彼氏ができるよ」みたいなことも、同時期に言われました。
私は、もともと私が中高女子校出身で、かつ母が外で働いて、父が家にいるといった家庭に育ったの
で、今まであまり、男の人は偉いと思ったことがなかったんです。なので、女だからといって男の人に
そんなにヘコヘコしたり、男の人に従わなければならないのはなぜだと思ってきました。女だって相手
の男の人に認めてほしいという気持ちはあるし、もちろん求められるのはわかるんですけど、どうして
そこが一緒じゃいけないんだろう、女の人ばかりが男の人に尽くさなきゃいけないんだろうという疑問
があります。男の人にヘコヘコしないと恋人はできないものなんでしょうか（笑）……、すみません。
●河野氏：私は、今のお話を伺ってて、あなたの「ヘコヘコしない」という言葉で十分じゃないかと思
うんですけれども、でも、随分なことを言う男の友人をお持ちですね。（笑）、それでも大事な友人ですか。
●質問者 ：今回、その話を聞いてちょっと幻滅しましたけれども、いろんな話をしてくれる貴重な友
人でもあるんです。
●河野氏：うん。でも、彼は「ヘコヘコしろ」という派なんですね。
●質問者 ：彼がそれを求めてくる。
●河野氏：ああ、うん。まあ、そういう場合の男性っていうのは母的なものを女性に求めるということ
があるのかなと思いますが、そういうことって、まだまだありますよね。年上の母的な髪の長い優しい
女性が好きという男性は、マッチョじゃなくっても、いるんですよね。マッチョがそう言ったらそれな
りにわかるけど、全然マッチョじゃなくっても……、マッチョって、言葉が悪いですね、下品ですね、
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失礼しました。そういう女性を求める男性が多いのかなと思いますが、でもやっぱり、私思うにね、私
は若いころ、自分に何か栄養になるというと言葉がいやですけど、自分に何か与えてくれる男性ばっか
り選んできたような気がするんですね。だから、男性に母的なものを求めていた。その意味ではとても
貪欲に生きてきたからか、おかげさまで今は、随分与えられてきたなと思っているんです。だから、ま
だまだ与えてくれと女の人が言ったっていいんじゃないかと思います。それは、自分育てに必要なんじゃ
ないんでしょうか。
ただ、まだまだ与えなきゃいけないと思っちゃうんだよね、女の人は。
もし彼が与えてばかりだと言うなら、今度、聞いてみたらいかが。与えるばかりで、何ももらうこと
はないのですか、って。
●質問者 ：ありがとうございました。
●質問者 6：本学の１年生です。本日は貴重なお話をありがとうございました。
女性の社会進出がもう多分、私が生れる前からどんどん進んできて現在の状況があると思うんですけ
ども、この先、どのような女性のあり方が理想だとお考えですか。
●河野氏：あなたはそれがわからないって感じ？
●質問者 6：何か、仕事と家庭のバランスとかに関係することが大事なのではと思います。女性がなか
なか管理職になれないということなんですけれども、将来はどういうふうになっていくのがいいので
しょう。男性とのどんなバランスがあるべきでしょうか。
●河野氏：まず、男女雇用均等法そのものが、総合職とかつくったんだけど、余りうまく機能しなくっ
て、これだけ言われながらも、会社もやっぱり男社会で、女性を排除するような感じになってますよね。
ちょっとパーセンテージはわかりませんが、国会議員の数も少ないし、今、大臣の数も女性１人ですし
ね、フランスなんか半分ですから女性が。その意味では、なかなか女性が社会に進出できていない。
その理由は、あなたがお考えのように、多分、ワークライフのバランスが難しいということでしょう
か。私は女性に、仕事をずっと持ち続けてもらいたいと思います。私自身が仕事をずっと持ってきてい
ろんなことを学んだし、つらいこともあったけども、それを糧にしてきたなという感じが強いんですね。
だから、ここにいらっしゃるまだ若い学生さんも、ぜひとも仕事は続けてもらいたい。で、ライフど
うするんだ、子どもどうするんだということになってきて、そうすると、女性に働いてもいいという男
の人、選んでほしいということになります。私が選んできた男性というのは、若いころから、やっぱり
勉強したり働くことに反対ではなかった。むしろサポートしてくれた人たちばっかりでした。おかげで
この私が、今いられるかなと思うんですね。
だから、そこは贅沢に、貪欲に話して、そういう方を選んで、育児休暇もありますし、彼に育児休暇
をとってもらって、何とか二人でワークライフバランスをとっていく。だって、結婚という形を考える
と、結婚したんですから、一緒になりましょうと言ったんですから、家庭をつくったんだから、子ども
もつくったんだから、片方だけで両方を担うなんてことは理屈から言ったっておかしいじゃないですか。
そういう理論武装をして迫らないと、それじゃおかしいでしょうというふうに迫らないと……。
私の弟夫婦のことですが……、私が子どものころっていうのは、みんな家事を手伝わないと家が動か
なかったんですね。したがってみんな手伝ってきて、今、私の義妹が緑内障でほとんど目が見えない、
おまけに若干パーキンソンになっているという事情があって、全部家事は彼がやってます。で、全然い
とわないんですね。私、彼に言ったんです。あなた、あんまりいとわないんだねって。そうなんだよ、
おれ、それに気がついたって言ってました。だから、意外と男の人も、さっき言ったジェンダーにしば
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られないさまざまな感情生活や行動というふうなものを改めて見直してみたら、見直せない頑固さみた
いなのを何とか取り払えば、もう少し楽しく生きられるかなと思ったりします。これからです、いま質
問して下さった若いお二人。
●質問者 6：（笑）はい。ありがとうございます。
●河野氏：はい。
で、私、二人に言っておきます。あなたであっていいよって言っときます。私のメッセージ。
●質問者 7：立教大学社会学研究科の大学院生です。
●河野氏：いいですね、学生さんが質問してくれる。いいことです。
●質問者 7：私は今、家族社会学で母親と娘の関係を中心にやっているんですけど、先ほど、母子関係で、
母親とどういう関係を築いたかが女性同士の関係をつくるのに影響してくるということをお聞きして、
今母親と娘の関係がそもそも余りうまくいっていないことについて伺いたいと思います。母親と娘の支
配関係が、幼少期だけではなく、成人を超えてずっと続いていることに対して、最近はどちらかという
と娘からの反論というか、つまり、母親の抑圧や支配に対しての反論が目立つようになりました。最近
自伝とかエッセイが出ていますが、母娘関係について、それが特にうまくいかないということについて、
何かお考えがあればお聞かせいただきたいんですが。
●河野氏：一般的に母というのは、与える性として、自分の欲望を抑圧して生きてきましたよね。もち
ろん個別の場合は違うと思いますが。したがって、母と娘の関係の中で、母は、自分が抑圧してきたよ
うに、あなたも我慢しなさいという形で関係性をつくってくる。私の母もいわゆる良妻賢母型で、ただ、
私の母のいいところは、自分が教師になりたかったのに出来なかったせいか、勉強して仕事を持ちなさ
いというふうには言ってくれたんです。どうしても良妻賢母という枠から母親が抜け出られないときと
いうのは不幸をかこちますね。
時代がこんなふうに変わらなければ、こんなもんだと思ったかもしれません。けれども、時代がこん
なに変わる中で、どうも自分の一生、何でこんなにおもしろくなかったんだという思いがふつふつとわ
いてきて、不幸なわけです。
ところが、娘は、例えば私なんかもそうですが、フェミニズムに出会って、フェミニズムからあなた
であっていいよって、母親なんかから余り言われてこない言葉を聞いて、それを自分の中に入れて、自
分の糧としてきたわけで、そうすると、残った母が不幸であることが気になる。で、まあ旅行に行きな
さいとか、楽しみなさいとか言っても、できない、母親はね。そんな体験がないわけですから、ひたす
ら、例えば舅に姑に仕え、子どもを育て、自分をずっと殺してきた。そういうふうに母親が不幸である
ことをやっぱりメッセージで送るわけですよね。自分一人が幸福になってはいけないんじゃないかって、
断えず母親に引きずられちゃう、それ、パターンとしてよくあるパターンですね。
それから、もう明らかに母親が夫と仲が悪いようなときに、娘をカウンセラーにして綿々と自分の不
幸を話す。そのことを私、分析して書いてある本があるんです。金井淑子さんという方が編集した岩波
書店の『応用倫理学講義〈５〉性／愛』に所収された「母・娘のナラティブ――愛着と分離のはざまで」
という論文です。その中に幾つかのパターンを分けて書いております。ひょっとしたら図書館にあるか
もしれませんね。
幾つもパターンがあって、特に子どもをカウンセラー役に仕立てておばあちゃんの悪口を言って、夫
の悪口を言って、親戚の悪口を言って、学校から帰るなりすぐ母が話し出す。これは母と娘が母の中で
未分化なんですね。娘は娘であって、自分と別個の人格だということが、ほとんどわかっていない。だ
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から、もう一緒くたになっちゃうんですね、娘と母が。こういう場合は、本当に悲惨、気の毒ですね娘
にとっては。
今、信田さよ子さんって、私の友だちですけども、その辺のことを書いておられます。一応フェミニ
ズムで母娘関係は解放されたかに見えたんですけども、またぞろ逆戻りしている。
でも、一方では、母娘が何か友だちみたいに仲がいいという方もいらっしゃるんですね。それは、私
の世代では考えられません。こんな女にはなるまいというのが、私の母でした。若いころね。そのうち
に和解を勝手に私がしまして、幾ら楽しみなさいって言ったってこの人はだめなんだと、知らないんだ
から、楽しみ方がわからないんだから、もう、この人はこうでしかありえないというふうに私が彼女を
受け入れたとき、それ 30 代のころですけれども、私と母の葛藤というのはなくなりました。ですから、
母親というのは子どもにとって幸せでなくてはいけません。義務といってもいい。それ、女性自身が幸
せであることは義務であるというのと同じですね。
幸せを求めてください。自分の十全な人生を求めてもらいたいと思います。それが、娘を不幸にしな
いいい例ですね。
●質問者 8：お話、ありがとうございました。
女同士の親密な関係性について関心を持っているんですけれども、フェミニストカウンセリングの中
で男女二元論や、異性愛主義にとらわれないようなカウンセリングの可能性はあるのかなというのを
ちょっとお聞きしたくて。
●河野氏：はい、いい質問です。
もちろん、ジェンダーフリーという、これもある意味で語弊のある言葉なんですけど使わせてくださ
い。ジェンダーフリーというふうな視点でフェミカンはやっておりますから、私が育てたグループが大
阪の堺というところにあるんですけども、そこでスタッフが離婚しましたなんて言うとみんながワーっ
て言ってサポートして、結婚しました、あっそうみたいな感じで（笑）。
ただ、異性愛であるか同性愛であるというカテゴライゼーションは、非常に微妙だと私は思っていま
す。私もレズビアンの人たちのカウンセリングを幾組もやってまいりました。初めのころに、レズビア
ンでこれを治したいという方がいらしたんですね。やめたいと、異性愛になりたいと。でも、私のカウ
ンセリングでは無理だというふうにお断りした記憶があります。
レズビアンの関係というのは、大ざっぱに言えば異性愛の関係とはちょっと違っていて、非常に緊密
なわけですね、親密さが違う。例えば関係性の中、一番最初に来るのは親友だってその人は言っていま
したけど、その次に愛人かな、その次にって、ランク付けをしておりましたけど、だから、非常にイン
ティメートなために、相手がすごくわかる、同性だから相手がわかり過ぎたりするということのために、
異性愛のカップルとは違った問題が生じてきておりました。
でも、それはレズビアンであることをやめる、やめないということではなくて、関係性の問題として
とらえて話をしてきた経緯があります。だから、恐らく同性愛の方は、フェミニストカウンセリングを
求める。そこに偏見がないからですね。
●質問者 8：第一波フェミニズムの女性解放運動の時にも、女性同士で団結して頑張っていこうという
中で、女同士の連帯からどうしてもレズビアンの存在が排除され分断されていったという歴史があると
思うんです。そういった流れはやっぱり今でも見受けられる。
フェミニズムの中にどうしてもそれが見受けられるので、カウンセリングになった時にも、多分やっ
ぱり関係性をつくれない。例えば学校で、自分のセクシュアリティについてうまく話せないことから、
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友だちや周りの人と関係をうまくつくりたいのにつくれないことがあるんです。それで鬱になったり、
自殺してしまったりということは、最近は徐々に研究対象にもなってきていて、ある種、可視化されて
きてはいるのですが。でも、やっぱりそうした状況を解決してくれるカウンセリングの少なさという問
題が、まだあるんじゃないかなというのをすごく感じています。フェミニズムのつながりで期待をして
いる部分があると同時に、やっぱりどこかで裏切られてしまうんじゃないかなというのが……
●河野氏：不安もあるんですね、はい。
●質問者 8：それで、何となく現状としては、フェミニストカウンセリングの中で非異性愛的な、異性
愛主義にとらわれないような、ある種取り組みや勉強がされてきたのかなと、ちょっと思ってたんです
が。
●河野氏：おっしゃるとおりで、歴史的に私が会員だった NOW なんかもベティ・フリーダンという人
は、レズビアンを排斥して、それでちょうど 1976 年かに、フィラデルフィアで NOW の全国大会があっ
たときに私も参加したんですけども、そのときやっと和解して、レズビアンのグループが保育を担当し
ておりました。そのためには何年かの時間がかかってますよね。
日本でも、フェミカンの人たち全員が、じゃあ非異性愛を 100％受け入れているかといえば、それは
100％というわけにはいかない。こういう質問をするとすぐわかるのですが、あなたはレズビアン OK
ですかには、はい、あなたの娘さんがレズビアンだったらどうしますかって言ったら、それは困る。こ
ういう二重構造はありうるでしょう。やっぱり二重構造の意識があるという事実はあると思います。で
も、ほかのセラピィのグループよりかは、その辺が、つまり、性の問題には自由であると、これは言え
ると思います。信じてください。
●質問者 8：はい。ありがとうございます。
●質問者 9：よろしいですか。卒業生です。
今は暴力に遭った女性の支援をしているんですけれども、今日のお話の中で、今のあなたの気持ちは
どうですかって聞かれても、言うのが難しいという気がします。さっきの “I feel” と “I think” の中でも、
“feel” がなかなか出てこない。
●河野氏：出てこない、はい。
●質問者 9：やっぱりこちらの問いかけが悪いのか、困っていることの状況説明は出てくるのに、気持ち、
“feel” が出てこないんです。そこを出せたらすごくいいなって思いつつできないでいるので、どうした
らそこが出しやすい状況がつくれるのかなというのを、日々感じています。
●河野氏：何て言いますかね、ちょっと感情の垂れ流しぐらいに感情のことを普通の会話ではしゃべっ
ているんですよね、私たち、結構。ところが、カウンセリングのようなある設定になってくると、少し
構えちゃうということあると思うんですね。なかなか気持ちに触れたがらない。特に暴力の被害者は、
体験が過酷ですから、どうしても事象を話したがる。だから、やっぱり時間を待つしかないというふう
には思うんですね。
ただ、１回の面接しかできない場合には、そこまで至らなくても仕方がないかなと思います。だから、
妙案はありません。ごめんなさい。
換言すれば、暴力の方にそんなに気持ちの中に踏み込んではいけない、逆に。特に PTSD みたいなも
のがあれば、そんなものが浮上しちゃうとそれこそ大変ですから、その辺は感情に触れることはとても
慎重にしなきゃいけないかなと思っています。
●新田：はい。では、質問も尽きないと思いますが、お時間になりましたので、ここで打ち切らせて頂
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きます。最後に、ジェンダーフォーラム所員のミラ・ゾンターク先生にご挨拶をお願いいたします。
●ゾンターク：セラピィには「最後の言葉はない」と私は思っているのですが、ここで最後の言葉を頼
まれてしまい、どうしようと戸惑っています。今日は本当に貴重な話をいただいきました。こういうお
話は、自分の人生を振り返りながら聞くんですよね。
●河野氏：なるほど。
●ゾンターク：皆さんもそうだったと思いますが、私は日本人ではないのですが、でも、親密さと距離
のバランスをよりうまく取れるかと言えば、そうでもありません。けれども日本に来て、距離があるこ
とをむしろすごく開放的に感じてきました。
●河野氏：なるほどね。
●ゾンターク：しかし、やっぱり長い間いると、親密さも欲しくなるんですよね。そこで、親密さを、
ただ提供されるものとして考えないで、自分からも少しずつ、友人と考えているような人に対して何か
を問いかけながら、質問を出しながら作ろうかと、今日決心致しました。
西洋人には、日本で友だちをつくれないという人は多いんですけれども、全体的にお話を聞いて、最
後に思い出したのは、有名な書道家の言葉です。「自分が自分にならなければ、だれが自分になる」と
いう有名な言葉です。
●河野氏：うん、いい言葉ですね。
●ゾンターク：はい。しかしそれは、日本人が考え出して書いた言葉なんです。日本人として自己確立
はきちんとできるわけなので、あきらめないで皆さん、そういうふうに頑張っていただきたいというこ
とです。河野貴代美先生、今日はお話をありがとうございました。また、来てくださった大勢の方に対
してもありがとうと言いたいです。以上です。
（拍手）
●河野氏：どうぞ皆さん、気をつけてお帰りください。ありがとうございました。
（拍手）
